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2025年 10月 14日 

発 行 者   

呉市医師会病院  

地域医療福祉連携室 

あ く せ す  

 

9 月より呉市医師会病院に勤務しております石橋一樹と申

します。消化器内科を専門としており、特に食道・胃・大腸

の内視鏡診療や治療に力を入れてきました。 

日々の診療の中で、患者さんに寄り添い、わかりやすい説

明と丁寧な治療を心がけています。新しい環境で多くのこと

を学びつつ、少しでも地域医療に貢献できるよう精一杯頑張

ります。会員の皆様には今後ともご指導・ご鞭撻のほど、宜

しくお願いします。 

 

 

澄んだ秋空が広がる清々しい季節を迎えています。 

ふっくらとした旬の秋刀魚や数種のキノコ、さつまいもやかぼちゃなどの秋野菜 

が店頭にならび〝食欲の秋〟を感じる今日この頃です。 

さて、先生方にはいつもあくせすをご利用いただき、ありがとうございます。 

より一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願いします。 

 

消化器内科 

 

 
職員一同、会員・登録医の先生方

にお会いできるのを楽しみにして

おります。多くの先生方のご参加

を心よりお待ちしています。 

石橋
いしばし

 一樹
か ず き

 
▮外来日：月曜日  ▮内視鏡担当日：火・木曜日 

日時：11 月13 日（木） 

19：00～  

呉市医師会館 ５階講堂 

お問合せ先：呉市医師会 総務課 

☎（0823）22-2326 

 

呉市医師会病院 関係医師懇談会 
■取得資格 日本消化器内視鏡学会 専門医 

日本消化器病学会 専門医 
日本内科学会 専門医 
日本消化管学会 専門医 
緩和ケア研修会 終了 

 ■趣味 バドミントン 

石橋
いしばし

 一樹
か ず き

 （内科主任医長） 

を導入しました！

患者状態 

病室 

名前 

このたびマットレスや布団の下に敷いて

患者さんの睡眠時の状態をリアルタイムで

測定、表示が可能なパラマウントベッド社

製の非侵襲センサー『眠り SCAN』を導入

しました。 

「睡眠・覚醒・起き上がり・離床」と状

態が変わった時や、呼吸数・心拍数が設定

基準から外れた場合には、ナースステーシ

ョンにある専用パソコンに通知することが

出来ます。このセンサーを活用することに

より、患者さんの眠りを妨げることなく状

態に合わせたケア・見守りや緊急対応の必

要性の判断に役立つ装置です。 

呼吸数 

心拍数 

マット下の 
眠りスキャン 

専用パソコン 

医師会 花子 

を導入しました！



0 

平 均 入 院 患 者 数  平 均 病 床 利 用 率  平 均 在 院 日 数 ※  紹 介 外 来 患 者 数  医 療 相 談 患 者 数  

84.0 人  56.0％  15.0 日  74 人  127 件  

 

 右横隔膜と肝臓の間に消化管が嵌入する疾患は

Chilaiditi 症候群として知られており、解剖学的

特徴から嵌入臓器は結腸>小腸>胃の順に多いとさ

れ、殆どは結腸とされます。 

 症例は 80 歳の男性、多量の嘔吐を認め搬送さ

れました。 CT で十二指腸球部が嵌入する

Chilaiditi 症候群による著明な胃拡張を認めまし

た。胃管留置を行い慎重に経過観察を行い症状改

善が得られました。 

 

★9 月 1 日～9 月 3０日★ 

★ 

 

日★ 
 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通）  院 長  先 本   室 長   中 間   ＭＳＷ 森 下   ＭＳＷ  菅 原   ＭＳＷ  巻 幡          

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７      事 務  向 井   事 務  井 上   事 務  岩 畔   事 務  村 田 

 

※届出日数（一般病床） 

 

 

呉市医師会病院 関係医師懇談会 報告（９月３０日） 

 本症は肝臓の萎縮（肝硬変など）、横隔膜の挙上、

腸管の過長や過可動性、腹腔内靭帯の異常など、複数

の解剖学的・機能的因子が原因と考えられています。

また、高齢者や慢性的な便秘、精神疾患や長期臥床患

者に多く見られます。 

 Chilaiditi 症候群の診断は主に単純 X 線や CT によ

ってなされ、横隔膜下に腸管ガス像が認められますが、

特に単純 X 線画像においては陥入臓器が free air 様の

所見を呈する症例もあることから、消化管穿孔との鑑

別が必要とされます。治療は大部分が保存的に行われ、

絶食補液及び胃管留置などで改善が見られることが多

いですが、腸閉塞や腸捻転、絞扼などの合併がある場合

や、保存的治療が奏功しない場合には外科的に腸管の

整復と狭窄解除も検討が必要とされています。 

 Chilaiditi 症候群は稀な疾患ではあるものの、鑑別診

断としての意識することが重要であり、適切な診断と

対処が求められます。 

 

 


